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はじめに 

車体感覚の精度向上支援策として、道路と車

体との関係を視覚的に確認できるように、車外

にビデオカメラを設置し、その画像を車内にお

いて確認できる方法を導入し、実験を行った結

果、停止位置の精度は有意に向上した［1］。本

報告では、前回の方法を改善して行った再確認

実験と、停止位置をビデオカメラで確認した場

所以外でも効果が認められるかを明らかにする

ための実験を行った。その結果について報告す

る。 

 

方   法 

実験１ 

踏み切り停止線の側方にカメラ(UNIDEN:WCM 

70001) を設置し、車内に取り付けたモニターで

映像を確認できるようにした（図１）[1]。道路

の縁石上に１０センチメートルごとに目印を付

けており、モニターで確認したときに停止線か

ら何センチメートル離れているか分かるように

した。尚、この目印は運転席から直視すること

はできない。 

本実験では運転免許試験基準により適切とさ

れている、停止線から手前０．５メートルから

１メートルという５０センチメートルの範囲に

停止するように実験参加者に要求した。 

実験参加者は、アイルモータースクール豊前

の教習生２２名と高齢者講習受講者１０名の計

３２名であった（表 1）。年齢は１８歳～３０歳

代、７０歳代であった。実験期間は平成２６年

９月～１０月であった。 

 

 
図１．モニター映像 

 

実験２ 

実験２においては、車両先端位置の感覚が身

に付くかをより正確に調べるため、停止線から

手前１メートルの位置に停止するように要求し

た。実験参加者には停止後にモニターで停止位

置を確認してもらう。これを三度繰り返した。 

この後、実験参加者には別の場所の停止線に

移動させ、先程と同じように１メートル手前に

停止することを要求した。停止後、停止線から

の距離を計測した。カメラは任意の位置に設置

でき、停止位置を車内から映像で確認できる。

この目的のために、任意の位置にカメラを設置

できるように、太陽光パネルと蓄電池を組み合

わせた移動式の電源を自作した（図２）。 

実験参加者は、アイルモータースクール豊前

の教習生３０名、年齢は１８歳～２０歳代の男

女であった。実験期間は平成２７年２月～３月

であった。 

 
図２．移動式電源（自作）と 

カメラの設置状況 

 

結   果 

実験 1  

実験１の結果を表１に示す。表において、

“教習時間”は、本実験を行う時点までの教習

時間（ｈ）、“１回目”～“３回目”、“別の場

所”の欄の数字は停止線からの距離（単位：

ｍ）を示している。要求した場所に一回目から

停止出来た者は１１名、二回目では２１名、３

回目では２８名であった。停止位置の平均値を

ｔ検定により１回目と比べると２回目では

p=0.101、３回目では p=0.001 となり回数を重ね

るごとに精度の向上が見受けられた。 

 

実験２ 

実験２の結果を表２に示す。１回目から１メ

ートル手前に停止できた者は３０人中３名しか

いなかった。２回目では２名、３回目では４名

であった。別の場所で停止線から１メートル手

前に停止できた者は３０人中１０人であった。

しかし運転免許試験基準で定められている５０

センチメートルの余裕を考慮して停止線から７

５～１２５センチの間に停止した者の人数を調

べると１回目の停止では９人、２回目で１９



 

 

人、３回目で２５人、別の場所で２５人となっ

た。停止位置の平均値をｔ検定により１回目と

比べると２回目では p=0.022、３回目では

p=0.005、別の場所では p=0.005 となり改善効果

は有意であった。 

 

表 1．実験１：停止線からの車両先端停止位置 

 
 

表２．実験２：停止線からの車両先端停止位置 

 
 

 

考察とまとめ 

 実験２の結果から、車体と停止線の位置関係

を視覚的に確認することなく、想像に基づく車

体感覚だけで正確に指定された距離に車を停止

させることは難しいと感じられる。実験１のよ

うに停止する位置にある程度余裕を持たせると

多くの者がその範囲内に停止させることが出来

た。また実験２の結果においても検定基準の余

裕を考慮した場合、回数を重ねるごとに精度の

向上が見られる。この学習効果は別の場所にお

いても発揮されていることが分かった。     

寸分の狂いの無いほどの精度を身に付けるこ

とは出来なかったが、自動車を運転するときに

必要とされる最低限の車両感覚はカメラの映像

だけでも身に付けることが出来ると言えよう。 

実験中に印象に残った事は、教習時間が長い

者が高い精度の車両感覚を必ずしもを身に付け

ているわけではないということである。実験参

加者の中には既に仮運転免許を取得し路上教習

を行っている者も含まれているが、その者達で

も自分が思っている感覚と実際の停止位置に相

当な差異が有り、この実験で驚いていた。 

現在、画像装置を用いない場合、車両感覚を

獲得させる方法としては、運転席位置からの見

え方と実際の車両位置と走行環境との関係を車

から降りて確認する手法が多く採用されてい

る。直接自分の目で確認するので、指導員ごと

の感覚や説明の違いは生じないが、教習生によ

ってはその学習速度に差が存在する。一度確認

しただけでかなり正確に修正できる者もいれ

ば、何度も確認しないと修正できない者もいる

［1］。また、車両感覚に関しての教習は早い段

階で行われるが、それ以降に行う機会は少な

い。また一度身に付いたと思っても初心者の頃

はその感覚が維持され難いのかもしれない。そ

うだからといって教習の後半で車両感覚の習得

ばかりに時間は費やせない。カメラを使用した

教習は車から降りることなく短時間で感覚の誤

差を修正出来るため、このような問題の解決も

期待できる。今後はこの教習方法を更に発展さ

せ、狭路の通行に応用したい。 
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性別 年齢 教習時間 1回目 2回目 3回目
a 男 20 8 200 80 50
b 男 18 7 80 100 80
c 女 18 12 200 -10 100
d 男 18 9 190 100 100
e 男 18 7 50 190 100
f 女 26 11 100 90 100
g 男 18 10 150 100 80
h 男 21 11 80 80 90
i 男 18 26 110 120 120
j 女 19 24 200 80 -10
k 女 19 3 200 40 100
l 女 18 3 200 160 100
m 男 24 限定解除 80 80 90
n 女 21 5 40 190 100
o 男 78 高齢者 30 50 50
p 女 81 高齢者 90 100 80
q 女 70 高齢者 200 100 100
r 女 72 高齢者 100 100 100
s 女 38 1 230 -10 80
t 男 71 高齢者 -10 100 50
u 男 69 高齢者 180 50 50
v 男 70 高齢者 90 90 80
w 男 20 9 140 120 90
x 男 70 高齢者 70 70 70
y 男 72 高齢者 0 20 40
z 男 71 高齢者 -10 100 100
aa 女 18 29 200 150 100
bb 男 18 12 120 100 90
cc 男 19 10 130 80 80
dd 男 18 10 90 90 80
ee 男 17 9 190 130 120
ff 女 30 3 130 70 70

平均値 121.6 92.2 82.8
標準偏差値 66.3 42.3 23.7

性別 年齢 教習時間 １回目 ２回目 ３回目 別の場所
a 女 20 30 -20 170 90 40
b 男 29 23 100 110 110 100
c 女 18 13 160 50 60 120
d 男 18 12 90 90 80 70
e 男 18 15 150 110 90 120
f 女 18 6 200 90 90 120
g 男 18 10 110 90 90 100
h 男 18 28 200 170 100 100
i 女 18 9 200 100 100 120
j 男 22 6 190 60 60 80
k 男 18 16 90 110 90 110
l 男 18 7 200 90 100 80
m 女 18 15 200 50 150 150
n 男 18 9 0 80 80 80
o 男 18 5 100 130 130 150
p 男 18 14 170 80 80 100
q 男 18 6 200 70 80 150
r 男 20 23 70 10 100 100
s 女 18 6 170 110 80 100
t 女 18 7 70 150 120 80
u 男 19 26 90 150 120 80
v 女 18 9 120 90 10 100
w 女 18 10 90 80 150 110
x 女 18 4 100 140 110 100
y 男 19 10 220 110 80 100
z 男 18 27 60 110 110 110
aa 男 18 27 200 100 90 100
bb 男 18 27 150 80 80 120
cc 女 18 7 140 110 90 80
dd 女 18 8 200 50 110 120

平均値 135.3 98 94.3 103
標準偏差値 59.4 35.6 26.4 23.7


